
主催：オホーツク・文化交流センター 共催：網走市子ども会育成連合会 

協力：ネイパル北見、網走開発建設部、網走セーリング倶楽部、網走川流域の会、北海道科学大学、網走地方気象台   

北海道コカ・コーラボトリング（株）、道東観光開発（株）、東京農業大学生物産業学部、西網走漁業青年部、Connectrip 
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5/25～26（土・日） 高5名、大2名、顧問3名 北見市常呂町（ネイパル北見）

7/20（土） 高９名、顧問２名 網走湖・網走川

8/3（日） 高３名、大1名、顧問１名 美幌町（駒生川）

8/10（土） 高2名、顧問１名 津別町（ノンノの森）

8/17～18（土・日） ー荒天により中止ー 網走市（てんとらんど）

8/31（土） 大１名 津別町（柏葉ファーム）、大空町（大地のMEGUMI）

9/28（土） 高14名、大１名、顧問４名 網走市（佐藤農場・稲富）

10/5（土） 高7名、大１名、顧問３名 網走市（港・ウライ）

10/16（水） 高１１名、大２名、顧問４名 網走市（エコーセンター2000）

4
あばしり学 ロセトコース「ノンノの森にて源流探し」

網走川源流部の津別町で豊かな森を探検し、川の始まりについての学習。
小学生たちが楽しく活動を行えるようにサポートや、写真撮影も担当し参加者の笑顔を撮影しました！

連携：網走川流域の会

てんとらんどにて1泊2日のキャンプ。「事前研修⇒体験⇒ふりかえり」
子ども達のグループリーダーとして多くの活動。

6
乳搾りやバター作り体験や、ジャガイモ掘り体験など、網走川中流域での有機農法を学習。
根気のいるバター作りや、たくさんのジャガイモ掘りのサポートを行いました。

連携：網走川流域の会

7
市内の農家さん宅にてハロウィンカボチャの収穫体験や、網走の農業について学習。
親子の活動をサポートし、写真撮影も担当し参加者の笑顔を撮影しました！

あばしり学 ロセトコース「網走川のサケを見に行こう」

あばしり学 親子講座「カボチャの収穫体験」

連携：網走川流域の会

あばしり学 親子講座「ジャック・オ・ランタンづくり」

8
サケの漁獲高 日本一の網走港にて、水揚げされたサケの見学。
おっかなビックリな小学生のサポートや、写真撮影も担当し参加者の笑顔を撮影しました！

9
ハロウィンパーティーに向け、自分たちで収穫したカボチャを使ってランタン作り。
大きなカボチャに悪戦苦闘する親子をサポートし、素敵なランタン作りを支援しました。

ネイパル北見の事業「僕らは挑戦者②」にスタッフとして参加！ 「事前研修⇒体験⇒ふりかえり」
30名の小学生たちのグループリーダーとして、活動を行いました。

網子連サマーキャンプ 「てんとらんどで遊ばナイト！」

連携：網走市子ども会育成連合会

あばしり学 ロセトコース「酪農と農業体験」

1

連携：道立青少年体験活動支援施設 ネイパル北見

あばしり学 学生HERO’S「ボランティア研修会」

2
あばしり学 ロセトコース「網走湖徹底調査・網走川下り」

網走湖の水質調査やしじみ採取、呼人浦からエコーセンター2000中庭まで川下りなど。
びしょ濡れになりながら水質調査や、約２時間半の川下りのサポートを全力で行いました。

網走開発建設部北見河川事務所、網走セーリング俱楽部

3
あばしり学 ロセトコース「駒生川にて生き物探し」

美幌町を流れる網走川 支流の駒生川にて、生き物探し体験。
魚やカエルに、おっかなビックリの小学生をサポートし、楽しく活動できるよう支援しました！

連携：網走川流域の会

5



10/20（日） 高2名、大2名 網走市（農大）

12/１（日） 高9名、顧問1名 網走市（エコーセンター２０００）

12/8（日） 高18名、顧問3名 網走市（北コミセン）

1/14（火） 高11名、顧問3名 網走市（エコーセンター2000）

1/27（日） 高8名、顧問4名 網走市（エコーセンター2000、おーろら）

2/１（日） 高１6名、顧問4名 網走市（エコーセンター2000）

２/２（土） 高18名、顧問4名 網走市（エコーセンター2000）

2/9（土） 高13名、顧問2名 網走市（エコーセンター2000）

3/7（土） ーコロナ対策のため中止ー 網走市（網走市水産科学センター）

流氷まつりで行われてきた「市民雪像」の伝統を引き継ぎ、当センターの中庭で雪像づくり体験。
参加する小学生とその保護者と一緒に、紙粘土で制作物のイメージづくりを行いました。

p

網子連「子ども大会」
12

11
あばしり学 ロセトコース　「Scratchを使って網走を紹介しよう Part １」

プログラミングソフトScratchを使って、網走の魅力を紹介するクイズゲームを作成。
小学生のPC操作補助や、小学生のお手本になるようなクイズゲームの作成。また司会進行なども担当。

連携：北海道科学大学

14
あばしり学講座「船上学習会 in おーろら」

網走の特級の資源である「流氷」など、網走の水について多様な角度から体験・学習。
参加した小学生たち、学習のサポートやおーろら号船内での安全確保など行いました。

連携：北海道コカ・コーラボトリング(株)、網走地方気象台、道東観光開発(株)

市内の子ども会のリーダーやラジオ体操などの表彰及び、みんなで「チャレラン」を実施。
表彰式での司会・表彰補助や、チャレランのグループリーダーなど行いました。

連携：網走市子ども会育成連合会

13
あばしり学 親子講座「雪像づくり体験①」

10
あばしり学 ロセトコース「スペシャルクッキング」

網走川流域学習のまとめとして、流域の恵みを味わうとともに、小学生たちが年間の活動の感想発表。
「サケ」のスープカレー調理と発表のサポートを行いました！

連携：網走市子ども会育成連合会

15
あばしり学 親子講座「雪像づくり体験②」

流氷まつりで行われてきた「市民雪像」の伝統を引き継ぎ、当センターの中庭で雪像づくり体験。
参加する小学生とその保護者と一緒に、コンパネを使って雪のブロックづくりを行いました。

連携：あばしり学講座　エコセン冬まつり　（U－３５）

16
あばしり学 親子講座「雪像づくり体験③」

流氷まつりで行われてきた「市民雪像」の伝統を引き継ぎ、当センターの中庭で雪像づくり体験。
参加する小学生とその保護者と一緒に、雪のブロックの荒削りを行いました。

連携：あばしり学講座　エコセン冬まつり　（U－３５）

17
あばしり学 親子講座「雪像づくり体験④」

流氷まつりで行われてきた「市民雪像」の伝統を引き継ぎ、当センターの中庭で雪像づくり体験。
参加する小学生とその保護者と一緒に、雪像のデザイン作業と仕上げを行いました。

連携：あばしり学講座　エコセン冬まつり　（U－３５）

18
Scratchを使って網走を紹介しよう。Part２

Scratchを使って、クイズゲームを作成し、他市町村の魅力を紹介する。

連携：北海道科学大学



6/30（火） 高７名 網走南ヶ丘高等学校

７/２（木） 高３２名 網走桂陽高等学校

7/18（土） 高7名、顧問3名、OBOG4名 網走湖・網走川

8/22（日） 高18名、農大１名、顧問3名、OBOG4名 網走市（てんとらんど）

9/8～18（全８回） 延べ 高55名 網走市（エコーエンター2000)

10/18（日） 高18名、農大１名、顧問4名、OBOG２名 網走市（Connectrip)

1
あばしり学 学生ＨＥＲＯ’Ｓ説明会＠南高ボランティア同好会

学校を訪問し同好会部員へ、今年度の事業説明。
やってみたい活動のアイデア出しワーク。

2
あばしり学 学生ＨＥＲＯ’Ｓ説明会＠桂陽ボランティア部

学校を訪問し、ボランティア部員へ今年度の事業説明。
やってみたい活動のアイデア出しワーク。

てんとらんどにて、スタッフとしての資質向上を目指しデイキャンプを実施。
ネイパル北見 舘脇氏を講師に、アイスブレイク体験や野焼きパン調理体験。

4
網走市子ども会　育成研修会

3
あばしり学講座「網走湖体感ツアー」

網走湖の水質調査やロープワーク体験、カヤック乗船体験、ライフジャケット体験など。
楽しみながらも、グループリーダーとして小学生の活動支援。会場の女満別湾まではJRを利用。

連携：網走開発建設部北見河川事務所、網走セーリング俱楽部

6
あばしり学 学生HERO’S「秋の網走市の魅力を体感」

地場産の小麦・ホタテおよび地元観光についての学習や、地場産品を使ったピザづくり体験。
コロナ禍のためHERO’Sのみで実施。体験を地元紙に寄稿。

連携：網走流域の会、Connectrip、西網走漁業青年部、東京農業大学生物産業学部

連携：網走市子ども会育成連合会、道立青少年体験活動支援施設 ネイパル北見

5
あばしり学 学生HERO’S「季節の掲示板（秋）」（十五夜・紅葉・ハロウィン）

このご時世であっても、地域とつながりを保ちたい。と高校生が発案。
当センター受付前を彩る2.7m×3.6mの巨大ちぎり絵を制作。体験を地元紙に寄稿。



12/8（日） 高13名、顧問4名、OB１名 網走市（北コミセン）

1/16（土） 高15名、顧問4名、農１名 網走市（エコーセンター2000）

1/30（土） －荒天のため中止－ 網走市（エコーセンター2000）

1/31（土） 高13名、顧問4名、ＯＢ２名 網走市（エコーセンター2000）

2/6（土） 高13名、顧問4名、OB１名、農1名 網走市（エコーセンター2000）

2/７（日） 高13名、顧問4名、ＯＢ２名、農1名 網走市（エコーセンター2000）

7
網子連「子ども大会」

市内の子ども会のリーダーやラジオ体操などの表彰及び、みんなで「チャレラン」を実施。
表彰式での司会・表彰補助や、チャレランのグループリーダーなど行いました。

連携：網走市子ども会育成連合会

10
あばしり学 親子講座「雪像づくり体験③」　～形づくり～

冬の網走 一大イベント「流氷まつり」を彩る雪像づくりを体験し、街の行事に主体的に参画。
参加する小学生とその保護者と一緒に、雪のブロックの荒削りを行いました。

8
あばしり学 親子講座「雪像づくり体験①」　～制作物検討～

流氷まつりで行われてきた「市民雪像」の伝統を引き継ぎ、当センターの中庭で雪像づくり体験。
参加する小学生とその保護者と一緒に、紙粘土で制作物のイメージづくりを行いました。

9
あばしり学 親子講座「雪像づくり体験②」　～雪山作り～

流氷まつりで行われてきた「市民雪像」の伝統を引き継ぎ、当センターの中庭で雪像づくり体験。

12
あばしり学 親子講座「雪像づくり体験⑤」　～仕上げ作業～

冬の網走 一大イベント「流氷まつり」を彩る雪像づくりを体験し、街の行事に主体的に参画。
参加する小学生とその保護者と一緒に、雪像のデザイン作業と仕上げを行いました。

11
あばしり学 親子講座「雪像づくり体験④」　～仕上げ作業～

冬の網走 一大イベント「流氷まつり」を彩る雪像づくりを体験し、街の行事に主体的に参画。
参加する小学生とその保護者と一緒に、雪像のデザイン作業と仕上げを行いました。







は
こ
の
春
高
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三
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と
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り

高
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生
活
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後

の
一
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迎
え
る
。
部
活
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ラ
ン
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好
会
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学
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有
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か
ら
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が
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だ
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た
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あ
る
日
差
し
の
強
い
夏
の
日
の

事
。
地
元
の
小
学
生
と

一
緒
に
川

へ
入
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を
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察
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た
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り
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ス
で
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き
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に
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た
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っ

た
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み
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の
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求
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た
。
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局
途
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り
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に
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え
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来
て
も
ら
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に
な
っ
た
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後
日
、
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の
女
の
子
か
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、 

「あ
り
が
と
う
。
」
と
お
礼
を
言

わ
れ
た
。
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ

た
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あ
の
日
私
が
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た
こ
と
が
少
し
で

も
誰
か
の
役
に
立
て
た
ん
だ
な
っ

て
た
だ
た
だ
嬉
し
か
っ
た
。 

も
う
高
校
で
活
動
で
き
る
期
間
は

短
い
。
で
も 

最
後
ま
で
で
き
る

こ
と
を
し
た
い
と
思
う
。
そ
し
て

こ
れ
か
ら
大
学
生
、
社
会
人
に

な
っ
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

 紺野 直穂さん 

事業に参加してくれたHERO’Sの皆さんに取材してみました！ 

網走南ヶ丘高等学校２年生 



は
２
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間
の
ボ
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ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
し

て
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な
経
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を
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き
ま
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た
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ま
ず
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つ
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走
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ー

ロ
ー
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の
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。
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な
が
ら
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員
の
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、
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ヒ
ー

ロ
ー
ズ
を
通
し
て
接
す
る
と
い
っ

た
普
段
の
生
活
で
は
な
か
な
か
経

験
出
来
な
い
よ
う
な
こ
と
を
沢
山

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
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の
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で
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で
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か
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学
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お
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で
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も
Ｈ
Ｅ
Ｒ
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の
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出
を
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と
が
出
来
ま

し
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。
私
は
、
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
䢥
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は

網
走
な
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で
は
な
ん
じ
ゃ
な
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か

と
個

人
的

に
思
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の
で
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今
後

色
々
な
地
域
の
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る
際
、

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

䢤Ｓ
で
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と
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力
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ど
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い
け
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と
思
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し
た
。 

 

２
つ
目
は
、
雪
像
作
り
に
つ
い

て
で
す
。
雪
像
は
流
氷
祭
り
に
て

展
示
さ
れ
る
予
定
で
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が
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雪

像
作
り
の
た
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コ
ロ
ナ
ウ
ィ
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０

０
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さ
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網
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高
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生
、
そ
し
て
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３
５
の
皆
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で
作
り
ま
し
た
。

私
は
小
学
生
の
頃
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で
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と
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、
と
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が
あ
り
ま

す
。
私
は
縁
が
あ
っ
て
ま
た
雪
像

作
り
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
今
回
親
子
講
座
で
参
加
し
た

お
子
さ
ん
に
は
是
非
と
も
高
校
生

に
な
っ
て
か
ら
で
も
、
も
う

一
度

雪
像
作
り
に
参
加
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
理
由
は
私
が
経
験
し

た
感
動
の
よ
う
な
も
の
を
経
験
し

て
欲
し
い
か
ら
で
す
。
小
さ
か
っ

た
頃
は
高
校
生
達
に
少
し
手
助
け

さ
れ
て
作
り
上
げ
た
雪
像
。
大
き

く
な
っ
た
ら
次
は
自
分
が
小
学
生

た
ち
を
手
助
け
す
る
。
地
域
活
動

の
巡
り
を
体
験
し
て
欲
し
い
と

思

っ
た
か
ら
で
す
。
先
程
１
つ
目

と
紹
介
し
た
網
走
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

䢤Ｓ 

の
活
動
も
同
じ
よ
う
に
な
れ
ば
い
い

な
、
と
心
の
ど
こ
か
で
期
待
し
て
い

ま
す
。
当
時
小
学
生
と
し
て
Ｈ
Ｅ
Ｒ

Ｏ
䢥
Ｓ
に
参
加
し
て
い
た
子
が
時
が

経
ち
高
校
生
と
な
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

䢤Ｓ
に
参
加
す
る
。
と

て
も
素
敵
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
こ
ま
で
色
々
と
書
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
私
は
今
ま
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
在
り

来
り
で
す
が
と
て
も
成
長
で
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
１
年
生
の
頃
は
出

来
な
か
っ
た
こ
と
も
今
で
は
で
き
て

い
る
気
が
し
ま
す
。 

 

締
め
く
く
り
と
な
り
ま
す
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
人
を
と
て
も
成

長
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
だ
と
私
は
思

い
ま
す
。 

  

平松 智恵さん 
網走南ヶ丘高等学校２年生 



は
高
校
に
入
る
前
の

春
休
み
の
間
に
ど
こ

の
部
活
に
所
属
す
る

か
友
人
と
相
談
し
た
結
果
、
何
か

人
助
け
に
も
な
る
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
が
磨
か
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会

に
入
部
し
ま
し
た
。 

 

２
年
間
の
活
動
を
終
え
た
今
、

結
果
か
ら
言
う
と
成
長
し
た
部
分

と
未
熟
だ
な
と
思
う
部
分
に
別
れ

ま
し
た
。
成
長
し
た
部
分
は
自
分

の
確
固
た
る
意
見
を
中
学
の
頃
よ

り
も
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
事
と

周
り
が
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
状
況

で
助
け
舟
を
出
し
、
穏
便
に
済
ま

そ
う
と
す
る
姿
勢
が
身
に
つ
い
た

事
で
す
。
こ
の
２
つ
に
つ
い
て
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
影
響
が
色

濃
く
出
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
未

熟
だ
な
と
思
う
部
分
は
や
は
り
皆 

で
協
力
す
る
と
言
う
意
識
が
抜
け

て
し
ま

っ
た
こ
と
が
多
々
あ
る
事

で
す
。
時
に
自
暴
自
棄
に
な
り
無

茶
苦
茶
な
事
も
言

っ
た
事
も
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て

は
今
後
の
人
生
に
お
い
て
重
要
な

事
な

の
で
直
し
て
行
き
た
い
で

す
。 

 
次
に
２
年
間

の
活
動
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
他
の
部
活
で
は
な

か
な
か
出
来
な
い
事
を
経
験
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
が

一
年
の

頃
の
活
動
は
子
供
達
と
関
わ
る
の

が
中
心
で
屋
外
や
屋
内
で
様
々
な

発
見
や
網
走
の
自
然
な
ど
を
多
角

的
に
見
る
こ
と
を
出
来
た
り
し
て

有
意
義
な
時
間
だ

っ
た
と
思
い
ま

す
。
二
年
生
に
な
る
と
自
主
的
な

活
動
が
中
心
に
な
り
自
分
た
ち
で

考
え
た
内
容
を
実
際
に
作

っ
て
み

た
り
す
る
事
が
多
か
っ
た
様
な
気 

が
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
子

供
達
と
の
関
わ
り
が
減
少
し
た
１

年
で
し
た
が
そ
の
分
屋
内
で
網
走

の
為
に
な
る
事
を
色

々
と
出
来
た

の
で
良
か
っ
た
で
す
。 

 

こ
こ
ま
で
の
感
想
と
し
て
は
自

主
的
に
活
動
出
来
る
よ
う
に
な

っ

た
二
年
生
の
方
が
良
い
後
輩
に
も

恵
ま
れ
楽
し
い
１
年
で
し
た
。
こ

の
文
集
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
私

は
札
幌
に
居
ま
す
が
こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

陰
な
が
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。
２

年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。 

 

中道 駿一さん 

網走南ヶ丘高等学校２年生 



で
、
上
手
く
ま
と
め
る
事
が
で
き

ず
、
声
を
掛
け
る
こ
と
も
出
来
ず
、

も
っ
と
周
り
を
見
て
頑
張
ろ
う
と
思

い
、
反
省
し
た
活
動
で
し
た
そ
の
後

夏
休
み
に
入
る
と
、
網
走
小
学
校
の

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
、
２
年

連
続
で
行
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今

度
は
積
極
的
に
分
か
ら
な
い
所
を
聞

い
た
り
、
休
憩
時
間
に
た
わ
い
も
な

い
話
を
し
た
り

一
緒
に
遊
ん
だ
り
し

て
、
小
学
生
と
仲
良
く
な
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
網
走
小
学
校

の
先
生
に
来
年
も
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ

い
と
言
わ
れ
た
の
が
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
学
ん
だ
事
、
準
備

・

後
片
付
け
を
最
後
ま
で
し
っ
か
り
や

る
、
重
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
人
が

い
た
ら

一
緒
に
持

っ
て
あ
げ
た
り
、

先
を
見
て
臨
機
応
変
に
動
く
、
自
分

が
感
じ
た
事

・
体
験
し
た
こ
と
を
人 

奔
西
走 

私
は
中
学
三
年
生
の
あ

る
時
担
任
の
先
生
に
、

「気
が
遣

え
な
い
ね
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
う
言
わ
れ
た

の
が
シ
ョ
ッ
ク

で
、
も
う
す
ぐ
高
校
三
年
に
な
る

と
い
う
今
で
も
心
に
残

っ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
て
、
当
時
は
気
遣
い

と
い
う
も
の
が
分
か
ら
な
い
ま
ま

高
校
に
入
学
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同

好
会
に
入
部
し
ま
し
た
。 

 

一
年
生
の
最
初
の
時
は
不
安
ば

か
り
で
し
た
。
同
じ
同
好
会
で
も

同
級
生
も
先
輩
も
皆
ま

っ
た
く
知

ら
な
い
人
だ
し
、
自
分
は
気
が
遣

え
な
い
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行

っ

た
先
で
も
人
と
上
手
く
話
せ
る
か

心
配
で
し
た
。
で
す
が
、
職
員
の

方
々
が
せ
っ
か
く
な
ら
学
生
た
ち 

 

 

だ
け
で
も
楽
し
め
る
よ
う
に
、
と

企
画
を
し
て
く
れ
た
お
陰
で
今
年

度
も
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

䢤Ｓ
の
思
い
出
を

作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

二
年
生
に
な

っ
て
か
ら
、
自
分

達
が
主
体
と
な

っ
て
考
え
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
対
策
を
し
つ
つ
出
来
る
こ
と
は

な
に
か
、
自
分
達
の
人
数
が
少
な

く
て
も
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
実

行
に
至
ら
な
い
も
の
も
あ

っ
た
け

ど
、
本
気
で
考
え
ま
し
た
。
私
が

今
ま
で
で

一
番
思
い
出
に
残

っ
て

い
る
こ
と
は
２
０
１
９
年

６
月

頃
、
エ
コ
ー
セ
ン
タ
ー
２
０
０
０

で
行
わ
れ
た
、
網
走
で
外
国
を
体

験

で
き
る
イ
ベ
ン
ト

の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
主
に
小
学
生
を
ま

と
め
る
係
を
や
ら
せ
て
貰
い
ま
し

た
。
小
さ
い
子
供
の
扱
い
は
苦
手 

に
伝
え
、
感
謝
を
伝
え
る
。
こ
う
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
た
の

も
、
顧
問
の
先
生
二
人
と
、
い
つ
も

す
ご
く
気
に
か
け
て
く
れ
た
エ
コ
ー

セ
ン
タ
ー

の
職
員

の
方
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
先

の
す
べ
て
の
大
人
の
方

達
。
皆
さ
ん
が
い
な
け
れ
ば
、
三
年

間
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
体
験
や

大
事
な
事
を
学
ぶ
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
私
が
他
の
部
活
と

兼
部
し
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
や
り
続
け
ら
れ
た
の
は
、
紛
れ
も

な
く
部
員
の
７
人
の
お
か
げ
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
。 

安田 愛さん 

網走南ヶ丘高等学校２年生 



は
今
ま
で
様
々
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
。

ハ
ロ
ウ
ィ

ン
ス
ク
ー
ル
、
ピ
ザ
作
り
、
雪
像

作
り
な
ど
䢧
こ
れ
ら
を
通
し
て
私

は
網
走
市
の
様
々
な
魅
力
に
気
づ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
元
気
あ
る
子

供
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、
こ
ち
ら
ま

で
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
き
て
私
は
と
て
も
濃
厚
な
１
年

間
を
過
ご
せ
て
き
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
様

々
な
人
と
出
会

い
、
話
し
て
い
く
な
か
で
人
と
話

す
こ
と
の
楽
し
さ
も
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
大
人
の
方

々
と
話

す
こ
と
で
物
の
見
方
を
新
し
く
知

る
こ
と
が
で
き
た
り
、
子
供
た
ち

と
話
す
こ
と
で
ど
う
し
た
ら
子
供

た
ち
に
楽
し
め
て
も
ら
え
る
の
か

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に 

な
っ
た
り
な
ど
私
自
身
の
成
長
に
大

き
く
繋
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
私

は
こ
れ
ま
で

「考
え
る
力
」
と
い
う

も
の
が
不
足
し
て
い
た
の
で
す
が
、

た
だ
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
こ
な
す
だ

け
で
は
や

っ
て
い
く
こ
と
が
難
し
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
相
手
が
満
足
す
る
か
と
考
え
、
行

動
す
る
と
気
が

つ
け
ば

「考
え
る

力
」
と
い
う
も
の
が
身
に
付
い
て
い

ま
し
た
。 

 

今
後
は
も
っ
と
沢
山
の
人
と
付
き

合

っ
て
い
き
、
子
供
た
ち
を
笑
顔
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。 

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
様

々

な
体
験
を
通
し
て
、

感
じ
た
こ
と
は
た
だ

た
だ
楽
し
か

っ
た
で
す
。
い
ろ
い
ろ

な
人
と
関
わ
る
こ
と
で
見
え
な
か
っ

た
新
し
い
自
分
の

一
面
を
見
る
こ
と

が
出
来
た
し
、
自
分
に
足
り
な
い
と

こ
ろ
を
明
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
た

か
ら
で
す
。 

 

私
は
、
最
初
、
初
対
面
の
人
と
話

す
の
が
と
て
も
苦
手
で
し
た
。
友
達

と
話
す
時
で
さ
え
緊
張
す
る
の
に
初

対
面
の
人
と
お
話
し
て
活
動
す
る
な

ん
て
本
当
に
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
今
は
、
初
対
面
の
人
と

だ

い
ぶ
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
周
り
の
人
か
ら
見
た
ら
ま
だ
ま

だ
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
私
は
少
し

で
も
で
き
る
よ
う
に
な
れ
た
の
が
と

て
も
嬉
し
い
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を

し
て

い
る
時

に
、

「偉

い

ね
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ 

り
ま
す
。
と
て
も
嬉
し
い
の
で
す

が
、
私
の
中
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
す
る
の
は
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
の
で
、

「偉
い
ね
」
と
声
を
か

け
ら
れ
る
と
と
て
も
複
雑
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。 

 

私
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

し
て
大
人
に
な
る
た
め
の
大
事
な
こ

と
を
少
し
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
始
め
る
前
と
今
で
は
全

然
違

い
ま
す
。
な

の
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
本
当
に
よ
か
っ

た
で
す
。
も
っ
と
も
っ
と
色
ん
な
人

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
こ
と

の
素
晴
ら
し
さ
を
広
め
て
い
き
た
い

で
す
。 

    

武信 萌花さん 

三品 磨弘さん 

網走南ヶ丘高等学校２年生 

網走南ヶ丘高等学校１年生 



年
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
し
て 

～
人
と
人
と
の
繋
が
り
～ 

 

私
は
、
小
学
生
の
時
か
ら
野
球
を

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
高
校
で
は

野
球
を
や
め
て
、
勉
強
に
専
念
す
る

た
め
文
化
部
に
所
属
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
い
い
か
な
？
そ
ん
な
軽
い

気
持
ち
で
入
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
は
出
来
る
だ

ろ
う
か
、
自
分
の
こ
と
す
ら
ま
と
も

に
出
来
な
い
の
に
人
の
た
め
に
行
動

す
る
こ
と
は
出
来
る
の
か
。
そ
ん
な

不
安
を
抱
え
何
と
か
１
年
間
乗
り
切

り
ま
し
た
。
私
は
先
輩
方
が
引
退

し
、
会
長
に
な
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
楽
し
い
こ

と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
時
に
私
は
沢
山
の
人
に
支
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
エ
コ
ー
セ
ン
タ 

  

ー
２
０
０
０
の
方
々
、
桂
陽
高
校
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部
Ｏ
Ｂ
の
方
々
な
ど
沢

山
の
人
の
お
か
げ
で
、
２
年
間
や
り

続
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

思
い
返
す
と
、
最
初
は
積
極
性
が

な
く
、
言
わ
れ
た
こ
と
だ
け
を
た
だ

や
る
こ
と
し
か
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
少
し
ず

つ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
楽
し
く
な
り
、
自
分

で
考
え
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
人
と
話
す
こ
と
の
お
も
し

ろ
さ
、
仲
間
と
何
か
を
や
り
遂
げ
た

時
の
達
成
感
な
ど
、
沢
山
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
こ
れ
を
教
え
て
く
れ

た
方
々
と
の
繋
が
り
の
き

っ
か
け
と

な

っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
加

え
、
２
年
前
適
当
に
決
め
た
部
活
で

し
た
が
、
今
と
な

っ
て
は
そ
の
時
の

自
分
に
正
解
だ
と
伝
え
た
い
で
す
。

こ
の
２
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
自

分
の
将
来
に
、
地
域
の
未
来

へ
と 

  

広
げ
、
ま
た
新
た
な
繋
が
り
と
な
れ

ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
こ
の
２
年
間
を
支
え
た

り
活
動
を
し
た
、
家
族
や
友
達
、
桂

陽
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
、
桂
陽
高

校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
Ｏ
Ｂ
、
エ

コ
ー
セ
ン
タ
ー
２
０
０
０
な
ど
の
地

域
の
方
々
。 

 

そ
し
て
、
網
走
南

ヶ
丘
高
校
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
同
好
会

の
皆
と
佐
藤
先

生
、
寺
田
先
生
。
皆
さ
ん
が
い
て
く

れ
た
か
ら
今
の
自
分
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
い
て
く
れ
た
か
ら
最
後
ま

で
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

新谷 皐煕さん 

網走南ヶ丘高等学校２年生 



ラ
ン
テ
ィ
ア
部
に

入

っ
て
、
た
く
さ

ん
の
活
動
を
し
て

人
と
関
わ
る
こ
と
が
増
え
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
出
来
る
こ
と

が
制
限
さ
れ
た
り
、
マ
ス
ク
で

相
手
の
表
情
が
見
え
な
か
っ
た

り
す
る
中
で
の
活
動
だ

っ
た
け

れ
ど
、
全
部
楽
し
か

っ
た
。
て

ん
と
ら
ん
ど
の
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

で
は
、
テ
ン
ト
を
立
て
た
り
、

火
を
起
こ
し
た
り
な
ど
、
今
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
知
識
が
増
え

た
り
、
周
り
の
仲
間
と
協
力
す

る
こ
と
で
出
来
る
よ
う
に
な

っ

た
こ
と
も
増
え
た
。
ど
の
活
動

も
次
に
つ
な
が
る
い
い
経
験
に

な
っ
た
。 

 

出
来
な
い
こ
と
に
挑
戦
し
た

り
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
知 

れ
た
り
す
る
楽
し
さ
や
喜
び
を

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
、

一
緒
に
楽
し
ん
で
い
き
た

い
。
出
来
な
い
こ
と
に
挑
戦
し

た
り
、
知
ら
な
か

っ
た
こ
と
が

知
れ
た
り
す
る
楽
し
さ
や
喜
び

を
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
、

一
緒
に
楽
し
ん
で
い
き

た
い
。 

 

ロ
ウ
ィ
ン
や
子
ど
も

大
会
の
よ
う
な
子
ど

も
た
ち
と

一
緒
に
遊

ん
だ
り
、
コ
ネ
ク
ト
リ
ッ
プ
で
の

ピ
ザ
づ
く
り
や
キ
ャ
ン
プ
の
テ
ン

ト
の
建
て
方
と
火
起
こ
し
な
ど
普

段
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
が

で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
活
動
が
で
き
る
の

が
楽
し
み
で
す
。 

年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行

っ
て
き

て

思

っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
周
り
の
人
々
が
と

て
も
親
切
だ

っ
た
こ
と
で
す
。
８

月
に
て
ん
と
ら
ん
ど
で
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
で
キ
ャ
ン
プ
を
建
て
る
と

き
、
周
り
の
協
力
も
あ

っ
て
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
僕

も
困

っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
積
極

的
に
お
手
伝
い
し
よ
う
と
思
い
ま

す
。 

 

高橋 陽人さん 

佐藤 音羽さん 

前田 実咲さん 

網走桂陽高等学校１年生 

網走桂陽高等学校１年生 

網走桂陽高等学校１年生 



段
家

で
生
地
か
ら

作
ら
な

い
の
で
、

い
い
体
験
が
で
き

ま
し
た
。
焼
く
際
も
窯
で
焼
く
こ

と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

       

ま
で
様
々
な
活
動
を

し
て
き
て
、
人
と
話

し
た
り
関
わ
る
楽
し

さ
を

一
番
学
べ
た
と
思
う
。 

 

ま
ず
、
そ
れ
を
最
初
に
実
感
し

た
活
動
は
、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
で
、

Ｏ
Ｂ
の
み
な
さ
ん
や

エ
コ
セ
ン
、

学
生
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

䢤Ｓ
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
て
楽
し
く
テ
ン
ト
を
立
て

た
り
、
パ
ン
作
り
な
ど
が
で
き
て

人
と
関
わ
る
こ
と
は
楽
し
い
と

思
っ
た
。 

 

そ
こ
か
ら
コ
ネ
ク
ト
リ
ッ
プ
で

ピ
ザ
を
手
作
り
し
た
り
、
こ
ど
も

大
会
に
参
加
し
た
り
、
た
く
さ
ん

の
活
動
を
経
験
し
て
、
も
っ
と
地

域
の
ひ
と
と
関
わ
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
学
び
た 

い
と
感
じ
た
。
自
分
は
ま
だ

一

年
生
で
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
全

然
活
動
で
き
て
い
な

い
け
れ

ど
、
こ
れ
か
ら
も
周
り
の
方
々

に
支
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら,

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
て
い
け

た
ら
い
い
な
と
思
う
。 

 

は
雪
像
作
り
を
初
め

て
や
り
ま
し
た
。
ど

の
よ
う
な
雪
像
に
す

る

の
か
な
ど

１
か
ら
考
え
ま
し

た
。
私
た
ち
は

「ト
ト

ロ
の
か
ま

く
ら
」
に
し
ま
し
た
。
雪
が
か
た

く
穴
を
掘
る
の
が
大
変
で
し
た
が

完
成
し
て
よ
か

っ
た
で
す
。
雪
に

色
は

つ
け
ら
れ
な
い
の
で
、
目
な

ど
を

つ
け
る
と
き
は
掘
る
深
さ
を

変
え
て
作
り
ま
し
た
。 

 

尾藤 柊さん 

高石 陽深さん 

須藤 林檎さん 

網走桂陽高等学校１年生 

網走桂陽高等学校２年生 

網走桂陽高等学校２年生 



参加したみなさんにお話を伺いました！ 





ば
し
り
学 

学
生
Ｈ
Ｅ

Ｒ
Ｏ'

Ｓ
の
皆
さ
ま
方
に

は
、
日
頃
よ
り
網
走
市

子
ど
も
会
育
成
連
合
会
の
事
業
に
ご

参
加

・
ご
協
力
を
頂
き
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
度
は
、
日
常
生
活
の
全
般

が
、

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
」
の

に
翻
弄
さ
れ
、
日
常
の
暮
ら
し
を
普

通
に
出
来
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
有
難

い
こ
と
な
の
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た

一
年
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
！ 

 

恒
例
の

「サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
も

中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り

ま
し
た
が
、
Ｏ
Ｂ
メ
ン
バ
ー
の
熱
い

想
い
を
受
け
、
皆
さ
ま
方
と
の
繋
が

り
を
維
持
す
べ
く
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
と

し
て
開
催
し
、
総
勢
３
５
名
で
実
り

あ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
１
２
月
に
は

「子
ど
も
大

会
」
も
予
定
通
り
に
開
催
す
る
こ
と 

が
出
来
、
両
事
業
を
通
じ
て
、

「
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
」
を
講
じ

た

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
行
事
の
運
営
」

を
体
験
出
来
た
こ
と
は
、
今
後
の
活

動
に
明
る
い
希
望
を
与
え
、
強
い
自

信
と
な
り
ま
し
た
！ 

 

い
つ
も
皆
さ
ん
に
は
、
子
ど
も
と

大
人
を
つ
な
ぐ
絶
妙
な
役
割
り
を

担
っ
て
頂
き
、
欠
か
す
こ
と
の
出
来

な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
貴
重
な

体
験
で
あ
り
、
き
っ
と
将
来
に
向
け

て
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
こ
の
良
い
関
係
が
長
続

き
し
、
さ
ら
に
連
携
の
輪
が
拡
が
る

よ
う
に
願
い
つ
つ
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
重
ね
て
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

会長 松井 弘さん 
網走市子ども会育成連合会 



ー
ロ
ー
ズ
の
活
動
に

お
手
伝
い
と
し
て
参

加
し
て
、
と

っ
て
も

楽
し
く
網
走
の
魅
力
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
！ 

ま
た
、
多

世
代
で
の
活
動
が
多
く
、
体
験
か

ら
だ
け
で
な
く
、
交
流
を
通
し
て

年
齢
に
関
係
な
く
、
素
敵
な
視
点

や
す
ご
い
な
ぁ
と
思
う
行
動
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。 

 

感
じ
た
事
を
言
葉
に
し
て
伝
え

る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
け

れ
ど
、
素
敵
だ
な
と
思

っ
た
事
を

マ
ネ
し
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
他
の
人
に
伝
え
る
事
が
で
き
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
楽
し
ん

で
活
動
し
て
い
る
と
気
持
ち
は
伝

染
し
て
い
く
と
思
う
の
で
、
ま
ず

は
楽
し
む
こ
と
を
第
１
に
少
し
ず

つ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ 

Ｕ
Ｐ
し
て
、
ヒ
ー

ロ
ー
ズ
に
関
わ
る
み
ん
な
で
成
長 

し
て
い
け
た
ら
網
走
が
多
く
の
魅

力
で
溢
れ
る
と
思
い
ま
す
！
楽
し

ん
で
活
動
し
て
い
る
と
気
持
ち
は

伝
染
し
て
い
く
と
思
う
の
で
、
ま

ず
は
楽
し
む
こ
と
を
第
１
に
少
し

ず

つ
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
、

ヒ
ー
ロ
ー
ズ
に
関
わ
る
み
ん
な
で

成
長
し
て
行
け
た
ら
網
走
が
多
く

の
魅
力
で
溢
れ
る
と
思
い
ま
す
！ 

 

回
、
西

網

走

漁

協 
 

青
年
部
と
し
て
、
網

走
市

の
産
業
で
あ
る

ホ
タ
テ
漁
業
に
つ
い
て
説
明
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら

網
走
に
住
ん
で
い
て
も
わ
か
ら
な

い
こ
と
、
社
会
に
出
て
網
走
か
ら

離
れ
て
し
ま

っ
た
ら
触
れ
合
う
こ

と
が
出
来
な
い
、
網
走
特
有

の
お

仕
事
を
知

っ
て
も
ら
う
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
ホ
タ
テ

剥
き
に
も
挑
戦
し
て
も
ら
い
、
そ

の
自
分
で
捌
い
た
ホ
タ
テ
を
ト
ッ

ピ
ン
グ
し
て
ピ
ザ
を
焼
い
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

 

愛
情
を
込
め
た
手
作
り
ピ
ザ
を

通
し
て
、
網
走
に
は
美
味
し
い
食

材
が
あ
る
、
そ
し
て
と
て
も
豊
か

な
自
然
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

 

あ
ば
し
り
学
、
学
生
ヒ
ー
ロ
ー
ズ

に
参
加
さ
れ
た
学
生
さ
ん
達
に
は
、

網
走
に
住
ん
で
い
る
こ
と
に
誇
り
を

持

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し

て
若
者
の
み
な
ぎ
る
パ
ワ
ー
で
網
走

の
ま
だ
ま
だ
伝
わ
っ
て
い
な
い
魅
力

を
発
信
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
！
！ 

 

み
ん
な
で

一
緒
に
焼
い
た
手
作
り

ピ
ザ
、
美
味
し
か
っ
た
ね
！
！ 

ま
た

一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

山本 正樹さん 

西網走漁業協同組合 青年部 部長 

麻生 遥香さん 

東京農業大学 ＯＧ 



生
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

䢤Ｓ
の
皆

さ
ん
は
，
エ
コ
ー
セ
ン

タ
ー
２
０
０
０
を
会
場

と

し
て
，
あ
ば

し
り
学

「
ロ
セ
ト

コ
ー
ス
」
の
小
学
生
に
参
加
し
て
も

ら

っ
て
開
催
し
た

「地
域
を
結
ぶ
地

域
共
創
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ワ
ー
ク

シ

ョ
ッ
プ
」
で
，
素
晴

ら

し

い
サ

ポ
ー
ト
役
を
務
め
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
と
き
皆
さ
ん
は
司
会

・
進
行

役
，
子
供
た
ち
自
身
が
網
走
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
付
箋
に
書
き
出
す

ワ
ー
ク
の
サ
ポ
ー
ト
役
，
そ
し
て
ク

イ
ズ
作
品
を
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
作
成
す

る
作
業
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

・
ア
シ
ス

タ

ン
ト
と
し
て
，
個
性
に
寄
り
添

い
，
能
力
を
引
き
出
し
，
子
供
た
ち

の
取
り
組
み
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！
ま
た
後
日
，
こ
の
ワ
ー
ク 

シ
ョ
ッ
プ
で
子
供
た
ち
が
書
い
て
く

れ
た
付
箋
を
使

っ
て
ア
レ
ン
ジ
し
，

ポ

ス
タ
ー
資
料
を
作
成
し
て
，
エ

コ
ー
セ
ン
タ
ー
２
０
０
０
の
１
階

ホ
ー
ル
に
展
示
し
て
く
れ
ま
し
た

ね
。
あ
れ
も
大
変
素
敵
で
見
事
な
出

来
栄
え
で
し
た
ね
。 

 

皆
さ
ん
は
，
き
っ
と
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
立
場
，
場
面
で
活
躍
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
確
信
し
，

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

な
さ
ん
の
活
動
に
対

す
る
熱
意
や
向
上
心

に
は
、
毎
回
頭
が
下

が
り
ま
す
。
私
は
、
み
な
さ
ん
以

上
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極

的
な
学
生
を
知
り
ま
せ
ん
し
、
今

後
も
な
か
な
か
出
会
う
こ
と
が
で

き
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

特
に
、
地
域
と
連
携
協
力
す
る

姿
に
は
感
銘
を
受
け
て
い
ま
す
。 

 

私
自
身
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

へ
来
て

４
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
友
だ
ち

な
し
、
知
り
合
い
な
し
の
地
域

へ

や

っ
て
き
て
、
初
め
は
悩
ん
だ
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が

で
き
は
じ
め
た

い
ま
、
改

め
て

「
つ
な
が
り
」
の
大
切
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。 

  

み
な
さ
ん
が
今
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
、
す
ぐ
に
自
分
に
か
え

っ
て

く
る
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
人
と
の

「
つ
な
が
り
」
は
い

つ
か
必
ず
み
な
さ
ん
に
と

っ
て
プ
ラ

ス
に
働
く
と
思
い
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
、

「
つ
な
が
り
」
を
大
事
に

し
て
、
今
後
も
仲
間
た
ち
と

「楽
し

く
」
続
け
て
く
だ
さ
い
！ 

 

私
も
み
な
さ
ん
と

の

「
つ
な
が

り
」
を
大
事
に
し
て
い
き
ま
す
！ 

 舘脇 朝斐さん 
北海道立青少年体験活動支援  

施設ネイパル北見 事業推進係 

 

 

 木村 尚仁教授 

北海道科学大学 





参加したみなさんにお話を伺いました！ 



参加したみなさんにお話を伺いました！ 







年

度

は

コ

ロ
ナ

禍

で
、
学
生

ヒ
ー

ロ
ー

ズ

の
活
動
も
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
高
校
生
の
た
め
に
コ
ロ
ナ
対
策

を
し
な
が
ら
の
企
画
を
立
て
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。 

 

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
テ
ン
ト
の

設
営
や
野
焼
き
パ
ン
な
ど
、
生
徒
た

ち
が
初
め
て
体
験
す
る
こ
と
も
多

く
、
グ
ル
ー
プ
分
け
の
ア
イ
ス
ブ
レ

イ
ク
か
ら
、
終
始
楽
し
そ
う
な
笑
顔

が
あ
ふ
れ
て
い
た
印
象
で
し
た
。 

 

ま
た
、
ホ
タ
テ
漁
業
や
農
業(

小

麦)

に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
、

地
元
食
材
を
使

っ
た
ピ
ザ
作
り
体
験

な
ど
、
学
生
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
な
ら
で
は

の
地
元
の
良
さ
を
再
発
見
す
る
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

冬
の
雪
像
作
り
で
は
仲
間
で
作

り
上
げ
る
達
成
感
を
、
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
た
ち
の
活
躍
も
素

晴
ら
し
く
、
後
輩
た
ち
の
サ
ポ
ー

ト
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
楽
し
む
行
動
と
後
輩
た
ち
の
道

標
と
し
て
、
活
動
に
協
力
し
て
も

ら
え
た
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が

あ

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
地
元

に
根
付
く
繋
が
り
が
で
き
て
い
る

こ
と
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。
後
輩
た
ち
が
続
い
て
く

れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。 

 

走
南
ヶ
丘
高
等
学
校
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会

の
顧
問
に
な
っ
て
２
年

が
経
ち
ま
し
た
。
当
初
、
私
自
身
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
た
め
、

「誰
か
困
っ
て
い
る

人
の
た
め
に
や
る
仕
事
」
以
外
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
、
網

走
市
に
は
、
地
域
の
た
め
に
貢
献
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
非
常
に
た

く
さ
ん
あ
り
、
新
鮮
な
驚
き
の
連
続

で
し
た
。
花
を
植
え
た
り
、
子
供
や

障
が
い
者
の
た
め
の
運
動
競
技
の
お

手
伝
い
や
ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会
の
出

し
物
を
企
画
し
た
り
、
古
本
市
や

ハ

ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
、
活
動

内
容
も
様
々
で
す
。 

 
そ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
私
が
最

も
痛
感
す
る
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
他
人
の
た
め
に
や

っ
て
あ
げ
る 

「自
己
満
足
」
の
気
持
ち
で
は
い
け

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば

車
い
す
の
正
し
い
使
い
方
を
知

っ
た

う
え
で
周
囲
の
安
全
確
認
を
し
な
け

れ
ば
事
故
に
な
る
。
食
品
を
扱
う
活

動
で
は
、
食
品
を
無
駄
に
せ
ず
、
衛

生
管
理
の
知
識
を
も
っ
て
対
応
し
な

け
れ
ば
、
人
の
健
康
を
害
す
る
こ
と

に
な
る
。
常
に

「他
者
満
足
」
の
気

持
ち
を
第

一
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
よ
う
意
識

し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 小野塚 博美 先生 

網走桂陽高校ボランティア部顧問 

寺田 安江 先生 

網走南ヶ丘高等学校ボランティア同好会顧問 



ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
の
で

は
な
く
、
自
分
の
成
長
の

た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

さ
せ
て
頂
く
ん
で
す
。 

 

２
年
前
に
聞
い
た
忘
れ
ら
れ
な
い

生
徒
の
言
葉
で
す
。
正
直
、
高
校
生

か
ら
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
聞
く
と
は

思

っ
て
も
い
な
か

っ
た
の
で
、
す
ご

く
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
人
を
成
長
さ
せ
、
心
を
豊

か
に
す
る
。
最
近
で
は
特
に
そ
う
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の

影
響
の
た
め
、
な
か
な
か
活
動
す
る

機
会
が
無
い
中
で
、
学
生
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

䢤Ｓ
と
い
う
活
動
場
所
と
機
会
を
頂

き
、
多
く
の
方

々
の
お
か
げ
で
、
高

校
生
が
少
し
ず

つ
子
供
た
ち
の
ヒ
ー

ロ
ー

へ
と
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
出
会

っ
た
子
供
た
ち
が
、
次

の
世
代
の
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
こ
と 

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
連
鎖
反
応
が

起
こ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ

ん
。 

大
変
貴
重
な
経
験
の
機
会
を
頂
い

た
、
エ
コ
ー
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
皆

様
を
は
じ
め
、
関
わ
っ
て
下
さ

っ
た

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

生
ヒ
ー

ロ
ー
ズ

の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
、
デ
イ
キ

ャ

ン
プ
や
網
走
湖
体
感
ツ
ア
ー
、
ホ
タ

テ
ピ
ザ
作
り
や
雪
像
作
り
な
ど
、
全

て
の
活
動
が
楽
し
か
っ
た
と
感
じ
、

生
徒
た
ち

の
表
情
が
と
て
も
明
る

か
っ
た
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し
く
感

じ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
高
校

の
Ｏ
Ｂ
や
職
員

の

方
、
講
師
の
方
々
の
参
加
者

へ
の
関

わ
り
方
を
見
て
、
物
事
の
伝
え
方
や

姿
勢
、
気
配
り
や
声
か
け
な
ど
を
学

び
、
実
り
あ
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
新
型

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策

を
十
分
に
行

っ
た
う
え
で
、

高
齢
者
の
方
々
や
障
が
い
の

あ
る
方
々
と
の
関
わ
り
を
増

や
し
て
い
け
た
ら
と
思

っ
て

い
ま
す
。 

  
 

井上 裕生 先生 

奥原 沙希 先生 

網走桂陽高等学校ボランティア部顧問 

網走桂陽高等学校ボランティア部顧問 



生
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

䢤Ｓ
は

高
校

１
年
生

か
ら

様
々
な
活
動
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
網
走

の
山

・
川

・
海
の
関
係
性
の
学
習

や
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
、
様
々
な

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
習
な

ど
、
普
段
の
生
活
で
は
あ
ま
り
経

験
す
る
こ
と
の
な
い
学
び
を
“
地

域
の
小
学
生
と
と
も
に
”
学
習
し

て
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
高
校
を
卒
業
し
Ｏ

Ｂ
と
い
う
新
た
な
体
制
で
の
活
動

が
始
ま
る
と
思

っ
て
い
た
中
、
緊

急
事
態
宣
言
に
伴
う
活
動
自
粛

や
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
な
ど
で
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

䢤Ｓ
の
活
動

も
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
例
年
通
り

の
活
動
が
思
い
通
り
に
い
か
な
い

ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
マ
ス
ク
で
お

互
い
の
顔
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い

状
況
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

や
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に

よ
る
人
と
の
間
隔
の
確
保
な
ど
、
こ

の

一
年
間
は
人
と
の
間
に
す
ご
く
距

離
が
あ

っ
た
な
と
感
じ
ま
す
。
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な

っ
て
改

め
て
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。 

 

今
ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き

な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
り
、
人
と
会

う
こ
と
、
相
手
の
表
情
を
読
む
こ
と

が
難
し
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
け
ど
、

表
情
で
伝
え
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
や
、
工
夫
す
る
こ
と
や

考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、
様

々

な
大
切
な
こ
と
に
改
め
て
気
づ
く
機

会

に
な

っ
た
な
と
思

い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
度
か
ら
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

䢤Ｓ
の

サ
ポ
ー
ト
中
心
の
活
動
と
な
り
、
新

し
い
立
ち
位
置
で
の
活
動
で
自
分
た

ち
の
未
熟
さ
に
も
た
く
さ
ん
気
づ
き

ま
し
た
。 

 



Ｏ
Ｂ
間
で
の
情
報
共
有
や
社
会
教
育

課
の
方
々
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
中
で
、
情
報
の
取
得
に
個
人
差

が
生
ま
れ
て
し
ま

っ
た
り
、
応
答
が

遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

今
年
度
か
ら
、
社
会
人
と
し
て
会

社
に
勤
め
な
が
ら
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

䢤Ｓ
の

活
動
を
行
う
と

い
う
状
況
に
変
わ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
の
流
れ
が
あ

る
中
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

難
し
さ
を
感
じ
た
の
と
と
も
に
、
自

分
た
ち
柔
軟
性
の
足
り
な
さ
を
感
じ

ま
し
た
。 

 

ま
た
活
動
の
中
で
も
、
サ
ポ
ー
ト

側
と
し
て
の
視
野
が
ま
だ
ま
だ
狭
い

な
と
感
じ
ま
し
た
。 

な
の
で
、
今
後
の
活
動
で
は
も

っ
と

視
野
を
広
く
持

っ
て
、
臨
機
応
変
に

動
い
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

 

高
校
を
卒
業
し
た
今
も
学
生
Ｈ
Ｅ

Ｒ
Ｏ

䢤Ｓ
と
い
う
活
動
に
自
分
た
ち

が
携
わ
れ
て
い
る
の
は
、
エ
コ
ー
セ

ン
タ
ー
の
社
会
教
育
課
の
方
々
を
は

じ
め
、
各
高
校
の
顧
問
の
先
生
方
、

後
輩
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
活
動
に
携
わ

る
理
由
は
、
だ
れ
か
の
た
め
、
自
分

の
た
め
、
地
域
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

違
う
と
思
い
ま
す
。 

で
も
、
学
生
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

䢤Ｓ
と
い
う

活
動
を
通
し
て
、
小
学
生
や
地
域
の

人
の
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
で
地
域

を
知
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
て
、
自
分

の
学
び
に
な
り
力
な
る
と
考
え
る
と

す
ご
く
あ
り
が
た
い
環
境
だ
な
と
感

じ
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
環
境
が
あ
る
こ
と
に
改

め
て
感
謝
し
て
、
大
切
に
し
な
が
ら

活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

  

最
後
に
現
役
の
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

䢤Ｓ
へ
向
け

て
で
す
が
、
こ
の

一
年
、
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
も
す
ご
く
頑
張

っ
て
活
動
し

て
い
た
な
と
思
い
ま
す
。 

 

例
年
よ
り
も
活
動
は
少
な
く
な

っ
て

し
ま

っ
た
け
ど
、
で
き
る
活
動
の
中
で

し
っ
か
り
と
や
る
べ
き
こ
と
を
こ
な
せ

て
い
ま
し
た
ね
。 

そ
の
お
か
げ
で
し
っ
か
り
と
人
と
の
関

係
性
を
築
け
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
学
生
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

䢤Ｓ
問
わ
ず
活

動
し
て
い
く
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

悩
む
こ
と
や
、
も
し
か
し
た
ら

つ
ら
い

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ

ん
な
時
で
も
社
会
教
育
課
の
方
々
や
顧

問
の
先
生
方
な
ど
、
み
ん
な
の
こ
と
を

思

っ
て
動
い
て
く
れ
て
い
る
人
た
ち
が

い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 遠藤 聖也さん 

網走桂陽高校ＯＢ 

 

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
こ

と
に
疑
問
や
好
奇
心
を
持

っ
て
活

動
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

か
ら
も
サ
ポ
ー
ト
に
ま
わ
り
な
が

ら
応
援
し
て
い
ま
す
。 



生

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

䢤Ｓ
の

活
動
は
、
網
走

の
事

を
知
る
、
自
分

の
知

ら
な
い
網
走
に
ふ
れ
る
こ
と
が
出

来
る
、
色

々
な
世
代
の
方
と
活
動

が
出
来
る
な
ど
他
で
は
体
験
で
き

な
い
よ
う
な
事
が
沢
山
で
き
ま
し

た
。 

 

学
校

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
䢥
Ｓ
の
活
動

は
、
自
分
で
状
況
を
把
握
し
な
が

ら
、
考
え
て
、
今
自
分
が
何
を
す

べ
き
か
な
ど
、
自
分
で
色

々
な
事

を
考
え
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
最
初
の
頃
は
ど
う
し

て
い
い
か
分
か
ら
ず
、
子
供
た
ち

に
上
手
く
説
明
出
来
な
く
て
す
ご

く
焦
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
笑
で
も
、
そ
う

い
っ
た
事
ひ
と

つ
ひ
と

つ
が
、
今

の
自
分
に
繋
が

っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
色
々
な
体
験
を
さ
せ
て 

頂
い
た
、
エ
コ
ー
セ
ン
タ
ー 

の
職

員
の
皆
さ
ん
、
そ
の
他
の
活
動
に
関

わ
っ
て
頂
い
た
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
高
校

生
に
向
け
て
は
、
特
に

一
年
生
は
や

る
こ
と
全
て
が
初
め
て
の
こ
と
ば
か

り
だ
と
思
い
ま
す
。
去
年
、
今
年
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
多

く
の
活
動
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
け
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
し

た
こ
と
は
本
当
に
将
来
の
自
分
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
身
に
つ
い
た
こ
と
で
色
々

出
来
た
こ
と
が
あ
っ
た
し
、
時
に
は

助
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

初
め
は
、
自
分
に
と
っ
て
不
安
な
こ

と
も
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も

大
丈
夫
！
み
ん
な
の
周
り
に
居
る
人

た
ち
に
僕
ら
も
沢
山
救
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
先
生
、
エ
コ
ー
セ
ン
タ
ー
の 

職
員
の
方
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
皆

さ
ん
な
ど
沢
山
の
方
に
色
々
な
こ
と

を
教
え
て
頂
き
、
僕
は
３
年
間
楽
し

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
ま

し
た
。 

 

学
校
生
活
で
、
沢
山

の
活
動
を
し

て
、
色
々
な
こ
と
を
感
じ
て
、
沢
山

の
思
い
出
を
作

っ
て
ね
！
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
ぴ
く 

 住吉 尋斗さん 

網走桂陽高校ＯＢ 













生
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
ʻ
Ｓ 

に
参
加
す
る
若
者
た

ち
へ 

人
は
、
ほ
か
の
人
と
の
出
会
い

が
き

っ
か
け
と
な
り
、
大
き
な
成

長
を
遂
げ
る
こ
と
が
あ
る
。 

学
生
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

䢤Ｓ
の
活
動
で

は
、
同
世
代
を
始
め
、
人
生
の
先

輩
、
大
先
輩
、
子
ど
も
た
ち
と
の

交
流
も
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
醍

醐
味

（？
）
の

一
つ
だ
と
考
え
ま

す
。
集
団
で
活
動
す
る
と
き
は
、

相
手
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
と
な
か
な
か
ス
ム
ー
ズ

に
活
動
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
に

は
、
準
備
や
後
片
付
け
を

一
緒
に

す
る
こ
と
で
、
時
間
を
共
有
し
て

情
報
交
換
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
人
に
よ
り
差
は
あ

り
ま
す
が
、

「自
分
は
何
者
な
の 

か
」

「将
来
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
」

「今
何
を
す
れ
ば

い
い
の

か
」
と
、

「も
や
も
や
」
し
な
が

ら
精
神
的
に
さ
す
ら
う
の
が
、
若

者
期
の
特
徴
で
す
。
そ
し
て
、
若

者
は
精
神
的
な
自
立
を
求
め
ら
れ

ま
す
が
、

「何
が
自
立
な
の
か
」

「大
人
の
ル
ー
ル
に
従
順
に
な
る

こ
と
な
の
か
」

「も

っ
と
自
由
に

生
き
た
い
」
な
ど
、
尾
崎
豊
の
歌

詞
の
よ
う
に
悩
み
、
反
発
し
、
葛

藤
を
繰
り
返
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。 こ

れ
に
対
す
る
処
方
箋
の

一

つ
と
し
て
、

「旅
」
を
す
る
こ
と

を
提
案
し
ま
す
。
小
さ
な
旅
で
も

構
わ
な
い
。
そ
れ
は
、
日
常
と
切

り
離
さ
れ
た
時
間
と
空
間
に
身
を

置
く
こ
と
で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効

果
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
い
つ

も
と
は
異
な
る
風
景
、
時
間
を 

 

体
験
す
る
こ
と
で
、
自
分
を
見
つ
め

直
し
、
時
に
出
会
い
や
新
し
い
発
見

に

つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で

す
。
新
し
い
何
か
に
出
会
い
た
い
と

い
う
意
志
の
発
動
が
、
旅
に
よ
っ
て

昇
華
さ
れ
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

䢤Ｓ
の
活
動
の
貴
重
な
時

間
も
、

一
つ
の
小
さ
な
旅
と
な
り
、

貴
方
の
成
長
の
糸
口
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。 

 

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化

・
交
流
セ
ン
タ
ー 

 
 

セ
ン
タ
ー
長 

岩
尾 

弘
敏 



由 こ
の
１
年
、
行
動
を

制
限
さ
れ
思
う
よ
う
に
活
動
で
き

ず
、
不
自
由
さ
を
感
じ
る
年
で
し
た

ね
、
そ
ん
な
中
で
も

一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
活
動
は
、
８
月
の
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
で
す
。
私
が
初
め
て
持

つ

少
し
大
き
な
仕
事
で
、
失
敗
や
上
手

く
い
か
な
い
こ
と
も
多
く
、
本
当
に

多
く
の
人
に
助
け
ら
れ
、
支
え
て
も

ら
い
、
無
事
に
終
え
ら
れ
た
こ
と
を

印
象
深
く
覚
え
て
い
ま
す
。
ヒ
ー

ロ
ー
ズ
の
皆
さ
ん
と
活
動
を
と
も
に

し
て
い
く
中
で
、
私
自
身
も
学
ば
せ

て
も
ら
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

積
極
的
に
活
動
に
取
り
組
む
ヒ
ー

ロ
ー
ズ
の
姿
は
い
つ
も
キ
ラ
キ
ラ
し

輝

い
て
い
て
素
敵
で
し
た
。
ヒ
ー

ロ
ー
ズ
の
活
動
に
携
わ
ら
せ
て
い
た

だ
け
て
私
自
身
も
幸
せ
で
す
。
同
時

に
、
こ
の
活
動
は
多
く
の
方
々
の
想 

 

い
が
集
ま

っ
て
成
り
立

っ
て
い
る
の

だ
と
知
り
ま
し
た
。 

 

改
め
て
関
わ

っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

来
年
度
の
活
動
も
ど
の
よ
う
に
な

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
活
躍
し
て

い
る

「ヒ
ー

ロ
ー
た
ち
の
横
顔
」
を

沢
山
見
る
こ
と
が
で
き
た
ら
嬉
し
い

で
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

網
走
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課 

 
 
 

 

 
 

 

生
涯
学
習
係 

大
野
隼
弥 

受
け
身
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、

主
体
的
に
課
題
解
決
を
目
指
す
と

と
も
に
、
改
め
て
地
域
の
方
々
の

「カ
ッ
コ
い
い
背
中
」
を
見
た
こ

と
に
よ
り
、
彼
ら
は
よ
り

一
層
素

敵
な
ヒ
ー

ロ
ー
に
近
づ
い
て
い
る

と
思
い
ま
す
。 

 

ヒ
ー

ロ
ー
た
ち
の
笑
顔
は
、
周

り
の
人
を
も
笑
顔
に
。 

 

網
走
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課 

 
 

 
 

 
 
 

生
涯
学
習
係 

鈴
木 

聡 

し
く
活
動
で
き
た
２

０
１
９
。
ず

っ
と
困

惑
し
て
い
た
２
０
２

０
。
こ
の
２
年
を
合
わ
せ
た
記
録

集
に
な
り
ま
す
。
２
０
２
０
年
度

は
様
々
な
制
限
が
か
か
り
、
で
き

る
活
動
は
激
減
し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
そ
ん
な
中
、
す
べ
て
中

止
に
な
ら
な
か

っ
た
の
は
、
ヒ
ー

ロ
ー
ズ
た
ち
や
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
な
ど
が

コ
ロ
ナ
禍
だ
け
ど
で
き
る
活
動
は

な

い
か
。
と
自
ら

一
生
懸
命
考

え
、
熱
い
思
い
を
提
案
し
て
く
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。 

 

そ
し
て
そ
ん
な
彼
ら
の
思
い
に

対
し
て
、
地
域
の
方
々
が
真
剣
に

向
か
い
合
い
、
知
恵
を
絞

っ
て
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
様
々
な
活

動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 
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：
網
走
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生
涯
学
習
係

（２
０
２
１
年
３
月
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